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市政を問う！  一般質問
堀内　重佳　「地域経済の活性化」「職員の給料と手当」
奥澤　和行　「市有地」
井川　郁恵　「地球にやさしい環境政策」
野本　逸郎　「感染症の対応と予防対策」
二村　良子　「あいち森と緑づくり税の活用」「市民活動センター（プリオ内）団体活動室利用」
松下　広和　「高齢者見守り」
中川　雅之　「南海トラフ巨大地震対策」
山本　和美　「国道23号蒲郡バイパス」
佐藤　郁恵　「市制70周年にあたり、海軍工廠跡地保存の推進の考え」「予防接種の受診率の向上」
太田　直人　「教育問題」「Ｂ－１グランプリ全国大会に向けての準備状況」
柴田　訓成　「子どもの食物アレルギー対応」
安間　寛子　「期日前投票を各支所でも実施を」「ファシリティマネジメントは住民の声を聞いて」「愛知県福祉医療制度の見直しを撤回させる
　　　　　　　ために」
平松　八郎　「町内会の自治活動と未加入者への対策」「のら猫対策」
大嶽　理恵　「待機児童対策」
冨田　　潤　「選挙におけるインターネット利用」
波多野文男　「中学校の武道の必修化」
石原　政明　「シティセールスの現状と今後の展望」
倉橋　英樹　「プロポーザル方式による入札」
早川　喬俊　「図書館業務」「公立学校教育」
柳田　通夫　「旧市民病院の解体工事事業方針」

General question 一般質問

【
問
】
中
小
企
業
金
融
円

滑
化
法
終
了
に
伴
う
本
市

の
支
援
策
は
。

【
答
】
申
し
込
み
受
け
付

け
、
認
定
な
ど
の
事
務
に

対
し
適
切
か
つ
迅
速
に
取

り
組
み
、
円
滑
な
資
金
融

資
に
配
慮
し
て
い
く
。

【
問
】
企
業
進
出
に
対
す

る
制
度
の
緩
和
は
企
業
誘

致
な
ど
の
都
市
間
競
争
で

も
有
利
と
な
り
雇
用
拡
大

に
つ
な
が
る
と
考
え
る
が
、

本
市
の
現
状
は
。

【
答
】
22
年
度
よ
り
緑
地

面
積
率
等
を
緩
和
し
て
い

る
が
、
さ
ら
な
る
緩
和
に

つ
い
て
検
討
し
て
い
く
。

【
問
】
国
か
ら
地
方
公
務

員
の
給
与
削
減
要
請
が
あ

る
が
、
本
市
の
対
応
は
。

【
答
】
本
市
独
自
に
総
人

件
費
の
削
減
に
努
め
て
お

り
効
果
が
出
て
い
る
た
め
、

削
減
す
る
予
定
は
な
い
。

【
問
】
市
職
員
手
当
の
今

後
の
見
通
し
は
。

【
答
】
本
市
独
自
の
取
り

扱
い
の
考
え
は
な
い
が
、

傾
向
と
し
て
は
削
減
方
向
。

現
段
階
で
具
体
的
な
も
の

は
な
く
、
均
衡
の
原
則
に

沿
っ
て
見
直
し
を
図
る
。

【
問
】
行
政
目
的
を
持
た

ず
に
所
有
し
て
い
る
土
地

の
状
況
は
。

【
答
】
山
林
、
保
安
林
、

宅
地
、
原
野
、
田
畑
、
雑

種
地
、
海
岸
堤
防
等
が
あ

る
。
旧
音
羽
町
に
は
工
業

団
地
開
発
、
住
宅
開
発
に

伴
う
土
地
が
あ
る
。

【
問
】
赤
道
な
ど
無
地
番

の
土
地
の
取
り
扱
い
は
。

【
答
】
税
収
の
増
加
に
も

つ
な
が
る
た
め
、
今
後
も
、

道
路
の
管
理
上
必
要
の
な

い
土
地
に
つ
い
て
は
売
却

を
進
め
て
い
く
。

【
問
】
市
有
地
の
有
償
貸

し
付
け
を
行
う
考
え
は
。

【
答
】
千
両
町
地
内
に
お

け
る
太
陽
光
発
電
所
の
誘

致
の
よ
う
に
、
公
共
性
が

期
待
で
き
る
も
の
は
積
極

的
に
進
め
て
い
き
た
い
。

【
問
】
町
内
か
ら
の
道
路

拡
幅
要
望
の
選
定
方
法
は
。

【
答
】
交
通
安
全
面
、
防

災
面
か
ら
の
要
望
が
多
い
。

緊
急
度
に
応
じ
、
整
備
効

果
が
図
ら
れ
る
路
線
を
選

定
し
て
お
り
、
道
路
沿
線

の
地
権
者
の
同
意
な
ど
地

元
の
協
力
が
い
た
だ
け
れ

ば
順
次
整
備
し
て
い
る
。

中
小
企
業
金
融
円
滑
化
法
終
了
に
伴
う

本
市
の
支
援
策
は
？

堀
　
内
　
重
　
佳

行
政
目
的
を
持
た
ず
に
所
有
し
て
い
る

土
地
の
状
況
は
？

奥
　
澤
　
和
　
行

②赤道（あかみち）
　道路法が適用されない法定外道路（幅員4.5メートル未満）のことで、かつては登記所に備え付けられ
た公図に赤色で着色することが義務づけられていたことにより、赤道、赤線と呼ばれるようになった。
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General question 一般質問

【
問
】
あ
い
ち
森
と
緑
づ

く
り
事
業
を
活
用
し
た
人

工
林
整
備
の
状
況
は
。

【
答
】
21
年
度
か
ら
の
４

年
間
で
58
・
２
㌶
を
整
備

し
て
お
り
、
今
後
６
年
間

で
約
172
㌶
の
整
備
を
目
指

す
。

【
問
】
里
山
林
整
備
に
携

わ
る
人
材
の
補
充
は
。

【
答
】
現
地
調
査
、
県
担

当
者
と
の
調
整
を
行
い
、

今
後
の
取
り
組
み
方
針
を

立
て
る
中
で
、
必
要
と
な

れ
ば
、
人
員
配
置
に
つ
い

て
も
再
度
検
討
し
た
い
。

【
問
】
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・

市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
団
体

活
動
室
の
利
用
を
起
業
系

な
ど
へ
拡
大
す
る
考
え
は
。

【
答
】
団
体
活
動
室
は
市

民
活
動
団
体
の
活
動
拠
点

と
し
て
設
置
し
て
お
り
、

営
利
が
生
じ
る
団
体
は
利

用
対
象
と
な
ら
な
い
。

【
問
】
団
体
活
動
室
活
用

に
対
す
る
今
後
の
対
応
は
。

【
答
】
空
き
室
へ
の
対
策

を
考
え
る
中
で
、
現
在
利

用
中
の
団
体
、
利
用
対
象

と
な
る
団
体
の
状
況
や
意

向
の
把
握
に
努
め
、
管
理

運
営
の
検
討
を
し
て
い
く
。

【
問
】
緑
の
カ
ー
テ
ン
事

業
の
普
及
、
啓
発
活
動
は
。

【
答
】
地
球
温
暖
化
防
止

を
推
進
す
る
た
め
の
事
業

で
あ
り
、
家
庭
や
事
業
所

で
の
取
り
組
み
が
期
待
で

き
る
。
優
秀
作
品
の
写
真

展
示
や
緑
の
カ
ー
テ
ン
作

成
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
な
ど
を

活
用
し
、
効
果
的
な
啓
発

を
行
っ
て
い
き
た
い
。

【
問
】
公
共
施
設
へ
の
太

陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
設
置

の
取
り
組
み
状
況
は
。

【
答
】
現
在
、
学
校
給
食

セ
ン
タ
ー
、
し
尿
処
理
場
、

小
学
校
、
市
役
所
、
消
防

署
南
分
署
に
設
置
。
今
後
、

新
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
、

音
羽
支
所
、
桜
ヶ
丘
ミ
ュ

ー
ジ
ア
ム
に
設
置
予
定
。

ま
た
、
千
両
町
地
内
に
お

い
て
、
民
間
事
業
者
に
よ

る
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム

の
設
置
も
進
め
て
い
る
。

【
問
】
小
型
家
電
リ
サ
イ

ク
ル
法
の
施
行
を
受
け
、

本
市
で
の
実
施
体
制
は
。

【
答
】
市
民
か
ら
は
、
こ

れ
ま
で
ど
お
り
不
燃
ご
み

や
粗
大
ご
み
と
し
て
収
集

し
、
対
象
品
目
を
選
別
す

る
方
法
で
対
応
す
る
。

【
問
】
ウ
イ
ル
ス
を
媒
介

す
る
マ
ダ
ニ
へ
の
対
策
は
。

【
答
】
マ
ダ
ニ
が
い
る
よ

う
な
場
所
で
は
肌
を
さ
ら

さ
な
い
こ
と
が
重
要
で
、

か
ま
れ
た
場
合
に
は
医
療

機
関
で
の
処
置
が
必
要
。

【
問
】
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

の
予
防
に
対
す
る
方
策
は
。

【
答
】
予
防
接
種
な
ど
の

予
防
策
の
実
践
が
大
切
で
、

特
に
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
に
つ
い
て
は
、
発
生
前

か
ら
対
策
な
ど
の
情
報
を

得
る
こ
と
が
必
要
。
広
報
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
ほ
か
、

様
々
な
機
会
を
通
じ
て
周

知
を
図
り
、
市
民
一
人
一

人
の
認
識
や
自
覚
を
高
め

て
い
き
た
い
。

【
問
】
流
行
し
て
い
る
風

し
ん
に
対
す
る
注
意
点
は
。

【
答
】
妊
娠
初
期
の
方
は
、

風
し
ん
に
か
か
る
と
障
害

の
あ
る
赤
ち
ゃ
ん
が
生
ま

れ
る
可
能
性
が
あ
る
た
め
、

同
居
の
家
族
に
予
防
接
種

を
受
け
て
も
ら
い
、
発
疹

や
発
熱
の
あ
る
場
合
は
医

師
に
相
談
す
る
こ
と
が
必

要
。
妊
娠
を
希
望
す
る
方

な
ど
に
も
予
防
接
種
を
受

け
て
い
た
だ
き
た
い
。

緑
の
カ
ー
テ
ン
事
業
の

普
及
、
啓
発
活
動
は
？

井
　
川
　
郁
　
恵

本
市
の
感
染
症
対
策
は
？

野
　
本
　
逸
　
郎

あ
い
ち
森
と
緑
づ
く
り
事
業
を
活
用
し
た

人
工
林
整
備
の
状
況
は
？

二
　
村
　
良
　
子

③あいち森と緑づくり事業
　「あいち森と緑づくり税」を財源として交付金を交付し、ＮＰＯ、ボランティア団体
や市町村など多様な主体が行う森と緑の保全活動や環境学習について支援する事業。
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General question一般質問

【
問
】
名
豊
道
路
の
蒲
郡

バ
イ
パ
ス
区
間
に
お
け
る

今
年
度
の
事
業
計
画
は
。

【
答
】
西
部
区
間
の
工
事
、

東
部
区
間
の
用
地
取
得
と

一
部
工
事
が
計
画
さ
れ
て

い
る
。
本
市
の
区
域
で
は
、

関
係
す
る
町
内
会
で
の
説

明
会
、
地
元
町
内
会
長
へ

の
あ
い
さ
つ
を
行
い
、
関

係
す
る
地
権
者
と
、
用
地

の
取
得
、
物
件
の
補
償
に

関
す
る
交
渉
を
始
め
た
と

こ
ろ
で
あ
る
。

【
問
】
本
市
が
国
の
事
務

の
支
援
を
行
う
理
由
は
。

【
答
】
名
豊
道
路
の
少
し

で
も
早
い
開
通
は
本
市
に

と
っ
て
も
大
き
な
メ
リ
ッ

ト
が
あ
る
た
め
、
用
地
取

得
の
支
援
を
目
的
に
、
御

津
庁
舎
に
道
路
建
設
課
の

分
室
を
新
設
し
、
協
力
体

制
を
整
え
る
こ
と
と
し
た
。

【
問
】
県
道
豊
川
蒲
郡
線

改
良
の
検
討
状
況
は
。

【
答
】
現
在
、
ル
ー
ト
選

定
を
し
な
が
ら
、
道
路
構

造
上
の
問
題
に
つ
い
て
公

安
委
員
会
と
協
議
を
重
ね

て
い
る
。
早
期
に
事
業
が

進
む
よ
う
、
市
と
し
て
も

国
や
県
と
協
力
し
て
い
く
。

【
問
】
高
齢
者
地
域
見
守

り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
拡
大
に

向
け
た
取
り
組
み
は
。

【
答
】
地
域
の
状
況
を
よ

く
知
る
事
業
者
の
協
力
が

有
効
で
あ
る
た
め
、
現
在

の
加
入
団
体
に
加
え
、
新

聞
販
売
店
と
協
定
が
結
べ

る
よ
う
働
き
か
け
て
い
く
。

【
問
】
認
知
症
サ
ポ
ー
タ

ー
に
関
す
る
取
り
組
み
は
。

【
答
】
若
年
層
や
企
業
等

の
方
に
養
成
講
座
を
受
け

て
い
た
だ
き
、
性
別
や
年

齢
層
の
偏
り
を
減
ら
し
、

支
援
す
る
力
を
満
遍
な
く

増
や
す
こ
と
を
念
頭
に
、

さ
ら
な
る
増
員
を
図
る
。

【
問
】
認
知
症
の
方
の
家

族
介
護
者
へ
の
ケ
ア
は
。

【
答
】
徘
徊
高
齢
者
捜
索

模
擬
訓
練
な
ど
の
取
り
組

み
を
通
じ
、
認
知
症
に
対

す
る
地
域
全
体
の
理
解
を

深
め
る
こ
と
が
、
家
族
介

護
者
の
ケ
ア
に
つ
な
が
る
。

【
問
】
高
齢
者
虐
待
へ
の

対
応
は
。

【
答
】
高
齢
者
虐
待
防
止

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
運
営
協
議

会
に
よ
り
、
虐
待
事
案
に

応
じ
、
各
機
関
と
連
携
し

て
解
決
に
当
た
っ
て
い
る
。

【
問
】
国
の
南
海
ト
ラ
フ

巨
大
地
震
の
最
終
報
告
で

注
目
す
べ
き
点
は
。

【
答
】
被
害
者
が
非
常
に

多
く
な
る
た
め
避
難
所
に

入
る
優
先
順
位
を
決
め
る

こ
と
、
行
政
の
支
援
の
遅

れ
を
前
提
に
各
家
庭
で
１

週
間
分
以
上
の
備
蓄
を
用

意
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ

る
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ

ま
で
の
防
災
対
策
以
上
の

も
の
が
要
求
さ
れ
る
。

【
問
】
今
後
の
防
災
対
策

の
課
題
は
。

【
答
】
市
民
一
人
一
人
が

南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
に

つ
い
て
正
し
く
理
解
し
、

備
え
る
こ
と
が
最
も
重
要
。

本
市
の
防
災
力
の
検
証
、

自
助
、
共
助
の
こ
れ
ま
で

以
上
の
取
り
組
み
、
地
域

ご
と
の
被
害
内
容
に
応
じ

た
対
策
が
必
要
に
な
る
。

【
問
】
地
図
情
報
を
利
用

し
た
シ
ス
テ
ム
導
入
の
考

え
は
。

【
答
】
災
害
時
で
の
地
図

情
報
の
活
用
は
大
い
に
有

意
議
だ
と
考
え
る
。
先
進

都
市
の
状
況
を
研
究
し
、

将
来
的
な
導
入
に
向
け
て

検
討
し
た
い
。

高
齢
者
地
域
見
守
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

拡
大
に
向
け
た
取
り
組
み
は
？

松
　
下
　
広
　
和

名
豊
道
路
の
蒲
郡
バ
イ
パ
ス
区
間
に
お
け
る

今
年
度
の
事
業
計
画
は
？

山
　
本
　
和
　
美

国
の
南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
の
最
終
報
告
で

注
目
す
べ
き
点
は
？

中
　
川
　
雅
　
之

④高齢者地域見守りネットワーク
　地域の人々や組織と連携して、高齢者を普段から見守るネットワークのこと。万が一の際には早期発
見や保護につなげ、高齢者が地域で安心して暮らし続けられるようにすることを目的としている。

⑤認知症サポーター
　認知症に対する正しい理解や認知症の人に対する接し方
を学び、認知症の人や家族を支援する人。

④⑤
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【
問
】
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー

を
持
つ
子
へ
の
対
応
は
。

【
答
】
学
校
給
食
で
は
、

詳
細
な
原
材
料
が
わ
か
る

献
立
表
の
配
布
や
教
職
員

全
体
の
共
通
理
解
を
図
っ

て
い
る
。
保
育
園
給
食
で

は
、
ア
レ
ル
ギ
ー
食
品
を

抜
い
た
除
去
食
を
提
供
す

る
た
め
、
誤
っ
て
配
膳
し

な
い
よ
う
工
夫
し
て
い
る
。

【
問
】
緊
急
時
の
エ
ピ
ペ

ン
投
与
へ
の
対
応
は
。

【
答
】
対
象
と
な
る
子
の

主
治
医
と
の
相
談
、
食
物

ア
レ
ル
ギ
ー
の
基
礎
知
識

の
講
習
、
エ
ピ
ペ
ン
の
使

用
方
法
の
習
得
に
努
め
て

い
る
。

【
問
】
エ
ピ
ペ
ン
を
処
方

さ
れ
て
い
る
子
へ
の
取
り

組
み
は
。

【
答
】
ほ
か
の
子
と
同
様

に
給
食
を
楽
し
め
る
こ
と

が
重
要
で
あ
り
、
保
護
者

と
の
信
頼
関
係
が
あ
っ
て

子
ど
も
の
安
心
が
生
ま
れ

る
。
ま
た
、
周
囲
の
子
に

も
理
解
さ
せ
る
と
い
う
指

導
も
必
要
。
引
き
続
き
、

研
修
や
講
習
な
ど
を
通
じ

て
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
に
関

す
る
理
解
を
深
め
て
い
く
。

食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
を
持
つ
子
へ
の
対
応
は
？

柴
　
田
　
訓
　
成

【
問
】
海
軍
工
廠
跡
地
の

保
存
や
公
園
化
の
考
え
は
。

【
答
】
史
跡
指
定
す
る
に

は
所
有
者
で
あ
る
名
古
屋

大
学
の
同
意
が
必
要
。
調

整
す
る
課
題
が
多
く
、
史

跡
指
定
の
段
階
に
は
至
っ

て
い
な
い
が
、
平
和
公
園

と
し
て
の
利
用
も
考
え
な

が
ら
保
存
に
努
め
て
い
く
。

【
問
】
平
和
公
園
と
し
て

の
整
備
計
画
の
検
討
は
。

【
答
】
基
礎
資
料
の
整
備

を
目
的
と
し
た
遺
跡
調
査

を
実
施
し
、
関
係
課
か
ら

成
る
検
討
会
を
立
ち
上
げ
、

検
討
に
入
っ
た
。

【
問
】
子
ど
も
を
対
象
と

し
た
予
防
接
種
の
種
類
が

多
く
な
っ
た
が
、
他
市
の

よ
う
に
個
別
通
知
に
す
る

考
え
は
。

【
答
】
個
別
通
知
と
い
う

方
法
で
は
な
く
、
個
別
訪

問
の
際
の
接
種
ス
ケ
ジ
ュ

ー
ル
の
説
明
や
、
乳
幼
児

健
診
や
育
児
相
談
な
ど
の

機
会
を
捉
え
て
接
種
勧
奨

に
努
め
て
い
る
。
あ
わ
せ

て
、
転
入
児
の
接
種
漏
れ

を
防
ぐ
た
め
接
種
状
況
が

把
握
で
き
る
方
法
を
検
討

す
る
。

【
問
】
小
学
校
で
の
英
語

教
育
の
取
り
組
み
は
。

【
答
】
23
年
度
の
全
面
実

施
以
前
よ
り
取
り
組
ん
で

お
り
、
全
小
学
校
に
英
語

活
動
主
任
を
配
置
し
た
。

聞
く
、
話
す
を
中
心
に
進

め
、
英
語
指
導
助
手
の
サ

ポ
ー
ト
の
も
と
楽
し
い
授

業
づ
く
り
に
努
め
て
い
る
。

【
問
】
小
学
校
で
の
英
語

の
教
科
化
へ
の
認
識
は
。

【
答
】
聞
く
、
話
す
に
加

え
書
く
活
動
の
追
加
が
予

測
さ
れ
、
苦
手
意
識
を
持

っ
て
し
ま
う
こ
と
が
懸
念

さ
れ
る
。
英
語
活
動
を
導

入
し
た
狙
い
を
見
失
わ
な

い
よ
う
に
し
た
い
。

【
問
】
Ｂ
―
１
グ
ラ
ン
プ

リ
の
準
備
状
況
は
。

【
答
】
来
場
に
当
た
り
混

雑
し
な
い
よ
う
、
鉄
道
事

業
者
や
警
察
署
と
協
議
中
。

郊
外
か
ら
の
シ
ャ
ト
ル
バ

ス
に
つ
い
て
も
検
討
中
。

大
会
当
日
の
ス
タ
ッ
フ
は
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
２

千
700
名
、
行
政
職
員
と
し

て
１
千
300
名
を
予
定
。
来

場
者
に
対
し
、
東
三
河
地

域
が
一
体
と
な
っ
た
お
迎

え
を
し
た
い
。

海
軍
工
廠
跡
地
の
保
存
や

公
園
化
の
考
え
は
？

佐
　
藤
　
郁
　
恵

小
学
校
で
の

英
語
教
育
の
取
り
組
み
は
？

太
　
田
　
直
　
人

General question 一般質問

⑥エピペン
　蜂毒や食物からくる過敏なアレルギー反応（アナフィラキシー）があらわれたときに使用し、医師
の治療を受けるまでの間、症状の進行を一時的に緩和し、ショックを防ぐための補助治療剤。

⑥
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【
問
】
待
機
児
童
数
の
推

移
と
待
機
児
童
対
策
の
状

況
は
。

【
答
】
待
機
児
童
数
は
、

22
年
度
か
ら
の
各
年
度
４

月
１
日
現
在
は
、
い
ず
れ

も
ゼ
ロ
。
10
月
１
日
現
在

で
は
、
22
年
度
は
１
人
、

23
年
度
は
ゼ
ロ
、
24
年
度

は
１
人
。
待
機
児
童
を
出

さ
な
い
よ
う
ク
ラ
ス
数
を

増
や
し
て
お
り
、
こ
の
３

年
間
で
50
ク
ラ
ス
増
や
し

て
い
る
。
近
年
、
ク
ラ
ス

増
に
対
応
す
る
保
育
士
の

確
保
に
苦
慮
し
て
い
る
。

【
問
】
保
育
サ
ー
ビ
ス
利

用
者
数
の
伸
び
は
。
そ
れ

に
か
か
る
費
用
の
傾
向
は
。

【
答
】
保
育
所
と
幼
稚
園

の
入
所
、
入
園
児
童
数
は
、

こ
の
３
年
間
で
298
人
増
え

て
い
る
。
主
に
、
保
育
所

へ
の
３
歳
未
満
児
の
入
所

児
童
数
が
増
加
。
入
所
児

童
数
が
増
え
れ
ば
配
置
基

準
に
基
づ
い
た
保
育
士
を

増
員
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
た
め
、
認
可
保
育
所
に

か
か
る
経
費
は
、
22
年
度

か
ら
24
年
度
の
間
に
１
億

９
千
446
万
円
増
え
て
お
り
、

費
用
も
増
加
傾
向
。

【
問
】
期
日
前
投
票
を
各

支
所
で
実
施
す
る
考
え
は
。

【
答
】
経
費
の
増
加
や
人

の
配
置
な
ど
を
考
え
、
増

や
す
と
い
う
判
断
に
な
ら

な
か
っ
た
。
投
票
は
選
挙

当
日
に
す
る
こ
と
が
基
本

で
あ
る
こ
と
、
期
日
前
投

票
所
を
市
役
所
の
み
に
し

て
い
る
理
由
に
つ
い
て
理

解
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う

努
め
て
い
る
。

【
問
】
施
設
の
統
廃
合
も

含
め
た
公
共
施
設
の
管
理

手
法
で
あ
る
フ
ァ
シ
リ
テ

ィ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
お
い

て
、
住
民
要
望
の
反
映
は
。

【
答
】
無
作
為
に
選
ん
だ

３
千
人
の
方
に
ア
ン
ケ
ー

ト
を
実
施
し
、
そ
の
結
果

を
生
か
し
て
い
く
。
今
の

と
こ
ろ
、
住
民
説
明
会
を

開
催
す
る
考
え
は
な
い
。

【
問
】
福
祉
医
療
費
無
料

制
度
の
存
続
を
求
め
る
県

内
の
動
き
は
。

【
答
】
市
町
村
議
会
34
団

体
、
障
害
者
団
体
な
ど
９

団
体
が
意
見
書
を
提
出
。

福
祉
医
療
制
度
見
直
し
に

係
る
会
議
に
お
い
て
、
市

長
み
ず
か
ら
も
現
行
制
度

の
維
持
を
強
く
要
望
し
た
。

【
問
】
町
内
会
で
特
色
の

あ
る
活
動
事
例
は
。

【
答
】
２
つ
の
町
内
会
合

同
で
の
活
動
や
、
男
女
や

世
代
を
問
わ
な
い
活
動
、

地
域
の
保
育
園
や
小
学
校

と
の
活
動
が
あ
る
。
広
報

な
ど
で
紹
介
し
て
い
る
。

【
問
】
町
内
会
未
加
入
者

へ
の
対
策
は
。

【
答
】
住
宅
の
賃
貸
契
約

時
に
加
入
を
促
し
て
い
た

だ
く
よ
う
民
間
事
業
者
と

協
定
を
結
ん
だ
り
、
市
役

所
内
で
の
案
内
の
ほ
か
、

市
の
イ
ベ
ン
ト
で
啓
発
物

品
の
配
布
を
行
っ
て
い
る
。

【
問
】
野
良
猫
に
関
す
る

苦
情
等
へ
の
対
応
は
。

【
答
】
野
良
猫
が
嫌
が
る

も
の
の
庭
へ
の
散
布
、
超

音
波
発
生
装
置
の
設
置
な

ど
、
自
己
防
衛
策
を
紹
介
。

【
問
】
地
域
猫
活
動
の
内

容
と
効
果
は
。

【
答
】
地
域
に
住
み
着
い

て
い
る
野
良
猫
に
不
妊
、

去
勢
手
術
を
施
し
、
世
話

を
し
な
が
ら
も
頭
数
を
減

ら
す
と
い
う
も
の
。
地
域

の
方
に
費
用
負
担
が
あ
る

た
め
、
で
き
る
範
囲
で
協

力
し
た
い
。

期
日
前
投
票
を

各
支
所
で
実
施
す
る
考
え
は
？

安
　
間
　
寛
　
子

町
内
会
で
特
色
の
あ
る
活
動
事
例
は
？

平
　
松
　
八
　
郎

待
機
児
童
対
策
の
状
況
は
？

大
　
嶽
　
理
　
恵

General question一般質問

⑦ファシリティマネジメント
　設備・資源や空間などを、最も合理的、かつ効率的に
管理し、運用するための経営手法のこと。

⑦
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一般質問General question

【
問
】
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

の
活
用
が
可
能
と
な
る
公

職
選
挙
法
の
改
正
の
ポ
イ

ン
ト
は
。

【
答
】
ウ
エ
ブ
サ
イ
ト
や

ブ
ロ
グ
な
ど
デ
ィ
ス
プ
レ

ー
へ
の
表
示
、
受
信
許
可

し
た
も
の
に
限
る
電
子
メ

ー
ル
の
利
用
に
よ
る
選
挙

運
動
が
可
能
と
な
っ
た
。

【
問
】
選
挙
公
報
等
を
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
公
開
し

て
い
る
選
挙
の
状
況
は
。

【
答
】
24
年
12
月
の
衆
議

院
議
員
選
挙
に
お
い
て
、

県
選
挙
管
理
委
員
会
の
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
の
リ
ン
ク

を
作
成
す
る
と
い
う
形
で

公
開
し
た
。

【
問
】
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

を
利
用
し
て
選
挙
公
報
等

を
公
開
す
る
こ
と
に
つ
い

て
、
市
選
挙
管
理
委
員
会

の
対
応
は
。

【
答
】
国
や
県
執
行
の
選

挙
に
つ
い
て
は
、
県
選
挙

管
理
委
員
会
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
へ
の
リ
ン
ク
を
作
成

す
る
方
法
に
よ
り
公
開
し

て
い
く
。
市
が
執
行
す
る

選
挙
は
、
市
選
挙
管
理
委

員
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ

掲
載
し
て
い
く
。

【
問
】
シ
テ
ィ
セ
ー
ル
ス

の
現
状
、
活
動
状
況
は
。

【
答
】
庁
内
に
設
置
し
た

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
が

中
心
と
な
り
、
57
の
取
り

組
み
を
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ

ン
と
し
て
ま
と
め
た
。
ま

た
広
報
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

大
作
戦
、
わ
が
ま
ち
大
作

戦
、
と
よ
か
わ
魅
力
ア
ッ

プ
大
作
戦
を
展
開
す
る
。

【
問
】
い
な
り
ん
を
売
り

込
む
活
動
は
。

【
答
】
マ
ス
コ
ミ
へ
の
露

出
度
を
多
く
し
、
知
名
度

を
上
げ
て
い
く
。

【
問
】
東
三
河
振
興
ビ
ジ

ョ
ン
と
本
市
の
シ
テ
ィ
セ

ー
ル
ス
の
か
か
わ
り
は
。

【
答
】
地
域
の
活
性
化
や

地
域
の
一
体
感
な
ど
共
通

す
る
部
分
が
多
い
の
で
追

い
風
と
し
て
活
用
し
、
東

三
河
地
域
の
活
性
化
に
つ

な
げ
て
い
き
た
い
。

【
問
】
次
へ
の
施
策
は
。

【
答
】
地
域
ブ
ラ
ン
ド
力

ラ
ン
キ
ン
グ
を
上
げ
る
た

め
、定
住
・
交
流
人
口
を
増

加
さ
せ
る
施
策
の
研
究
を

愛
知
大
学
な
ど
と
連
携
し

て
行
い
、
魅
力
あ
る
ま
ち

づ
く
り
に
生
か
し
て
い
く
。

【
問
】
中
学
校
１
、
２
年

生
の
体
育
科
で
武
道
を
必

修
化
し
た
理
由
は
。

【
答
】
中
学
校
学
習
指
導

要
領
が
改
定
さ
れ
、
武
道

を
通
し
て
生
徒
の
学
習
体

験
の
幅
を
広
げ
、
武
道
の

持
つ
楽
し
さ
や
奥
深
さ
を

感
じ
取
る
の
が
ね
ら
い
。

【
問
】
種
目
は
ど
の
よ
う

に
選
択
し
て
い
る
の
か
。

【
答
】
剣
道
、
柔
道
、
相

撲
の
ほ
か
、
地
域
や
学
校

の
実
情
に
よ
っ
て
弓
道
な

ど
が
あ
り
、
各
中
学
校
で

選
択
を
任
せ
ら
れ
て
い
る
。

【
問
】
事
故
が
多
い
と
言

わ
れ
る
柔
道
を
選
択
す
る

学
校
が
多
い
の
は
な
ぜ
か
。

【
答
】
け
が
は
剣
道
よ
り

柔
道
の
ほ
う
が
多
い
が
、

死
亡
事
故
や
重
大
な
事
故

は
起
き
て
い
な
い
。

【
問
】
本
市
で
大
き
な
事

故
が
起
き
て
い
な
い
要
因

は
。

【
答
】
昨
年
度
、
中
学
校

の
体
育
教
師
を
中
心
に
専

門
家
に
よ
る
独
自
の
講
習

会
を
開
催
し
た
。
実
際
の

授
業
で
外
部
指
導
者
と
共

に
授
業
を
行
い
、
生
徒
へ

の
対
応
を
学
ん
で
い
る
。

公
職
選
挙
法
の
改
正
の
ポ
イ
ン
ト
は
？

冨
　
田
　
　
　
潤

中
学
校
の
体
育
科
で

武
道
を
必
修
化
し
た
理
由
は
？

波
多
野
　
文
　
男

シ
テ
ィ
セ
ー
ル
ス
の
現
状
、

活
動
状
況
は
？

石
　
原
　
政
　
明

⑧シティセールス
　まちの魅力である地域資源を地域内外へアピールしてまちを売り込むこ
と。物、お金、情報を呼び込んで地域を活性化させ、持続的に発展させる。

⑨東三河振興ビジョン
　愛知県、東三河の市町村、民間組織でつくる東三河ビジョン協議
会が策定する東三河の目指すべき将来像と、そのための重点施策。

⑩定住・交流人口
　定住人口（その地域に住んでいる人）
と交流人口（その地域を訪れる人）。

⑧⑨

⑩
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一般質問 General question

【
問
】
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
方

式
の
実
施
状
況
は
。

【
答
】
23
年
度
は
５
件
、

24
年
度
は
８
件
実
施
し
て

い
る
。
提
案
数
は
平
均
す

る
と
４
社
程
度
で
あ
る
。

余
裕
あ
る
募
集
期
間
を
確

保
し
、
募
集
数
の
増
加
に

つ
な
が
る
よ
う
多
く
の
媒

体
で
告
知
を
行
う
。

【
問
】
中
央
図
書
館
の
業

務
作
業
委
託
を
プ
ロ
ポ
ー

ザ
ル
方
式
で
行
う
理
由
は
。

【
答
】
図
書
館
業
務
と
い

う
特
殊
な
業
務
で
は
、
応

募
資
格
に
基
準
を
設
定
す

る
こ
と
は
必
要
で
あ
る
。

今
後
は
、
サ
ー
ビ
ス
向
上

に
つ
な
が
る
効
率
的
、
効

果
的
な
委
託
方
法
を
検
討

す
る
。

【
問
】
Ｂ
―
１
グ
ラ
ン
プ

リ
ｉ
ｎ
豊
川
の
業
務
委
託

を
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
方
式
で

選
定
し
た
理
由
は
。

【
答
】
会
場
設
営
、
イ
ベ

ン
ト
全
般
の
監
理
監
督
や

警
備
等
、
定
型
化
し
た
業

務
が
中
心
で
あ
る
が
、
計

画
を
策
定
す
る
た
め
に
は

同
種
同
規
模
の
事
業
を
数

多
く
手
掛
け
、
高
度
な
知

識
が
必
要
で
あ
る
た
め
。

【
問
】
事
業
の
日
程
は
。

【
答
】
本
年
10
月
中
旬
ま

で
に
解
体
設
計
書
を
完
了
。

そ
の
後
、
12
月
末
ま
で
に

解
体
工
事
業
者
を
選
定
、

26
年
２
月
よ
り
工
事
着
手
、

27
年
３
月
工
事
完
了
。
事

業
費
は
16
億
６
千
万
円
。

【
問
】
現
時
点
で
重
要
視

し
て
い
る
調
査
は
。

【
答
】
敷
地
内
の
土
壌
汚

染
の
調
査
と
対
策
、
騒
音

や
振
動
、
粉
塵
の
調
査
と

対
策
、
ア
ス
ベ
ス
ト
や
ダ

イ
オ
キ
シ
ン
の
除
去
対
策
。

【
問
】
14
カ
月
の
工
期
を

短
縮
す
る
考
え
は
。

【
答
】
土
壌
汚
染
調
査
の

結
果
次
第
で
土
壌
入
れ
替

え
範
囲
が
縮
小
し
、
短
縮

で
き
る
。
ま
た
、
他
の
工

程
の
短
縮
も
検
討
す
る
。

【
問
】
工
事
中
の
周
辺
住

民
へ
の
対
応
は
。

【
答
】
騒
音
や
振
動
対
策

は
、
防
音
壁
や
低
騒
音
の

重
機
を
使
い
対
応
す
る
。

粉
塵
対
策
は
、
養
生
シ
ー

ト
等
を
施
し
、
効
果
を
確

認
し
な
が
ら
進
め
る
。
住

民
説
明
会
は
、
詳
細
計
画

立
案
後
の
26
年
２
月
ご
ろ

を
予
定
し
て
い
る
。

【
問
】
図
書
館
利
用
者
減

少
へ
の
解
決
策
は
。

【
答
】
公
民
館
等
で
の
予

約
配
送
サ
ー
ビ
ス
の
積
極

的
な
利
用
を
呼
び
か
け
る
。

マ
イ
ブ
ッ
ク
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
の
継
続
実
施
や
多
様
化

す
る
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
た

取
り
組
み
を
行
っ
て
い
く
。

【
問
】
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム

の
今
後
の
課
題
は
。

【
答
】
大
掛
か
り
な
オ
ー

バ
ー
ホ
ー
ル
が
必
要
と
な

る
施
設
の
維
持
管
理
と
良

質
な
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
番

組
の
提
供
で
あ
る
。

【
問
】
小
、
中
学
校
に
お

け
る
領
土
、
領
海
教
育
は
。

【
答
】
領
土
、
領
海
線
の

資
料
や
教
材
集
を
参
考
に

し
た
り
、
現
地
研
修
会
等

に
参
加
す
る
こ
と
で
よ
り

よ
い
授
業
等
が
進
め
ら
れ

る
よ
う
努
力
す
る
。

【
問
】
国
歌
の
意
味
を
正

し
く
理
解
す
る
よ
う
指
導

し
て
い
る
の
か
。

【
答
】
小
学
校
音
楽
科
で

い
ず
れ
の
学
年
で
も
指
導

し
、
い
つ
で
も
歌
え
る
よ

う
に
す
る
と
と
も
に
、
国

歌
の
意
味
を
理
解
で
き
る

よ
う
指
導
し
て
い
る
。

プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
方
式
の
実
施
状
況
は
？

倉
　
橋
　
英
　
樹

図
書
館
利
用
者
減
少
へ
の
解
決
策
は
？

早
　
川
　
喬
　
俊

旧
市
民
病
院
解
体
工
事
事
業
の
計
画
は
？

柳
　
田
　
通
　
夫

ここに掲載した一般質
問の内容は抜粋した
ものですので、詳しく
は、ホームページで公
開する会議録をご覧く
ださい。

⑪プロポーザル方式
　業務の委託先や建築物の設計者を選定する際に、複数の者に目的物に対す
る企画を提案してもらい、その中から優れた提案を行った者を選定する方式。

⑫マイブックプロジェクト
　各学校が発行する「図書購入券」を使って、自分が読みたいと思う本（マイブック）を書店で購入。まず本人が読み、その後、級
友や他のクラス、他の学年の子どもへと次々に読者を増やし、本を買うことの楽しみや読書への興味を抱かせる取り組み。

⑪

⑫


